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編集後記

　閉塞感を打ち破る一冊ができた。広がるコロナに狭まる人間交際、増
えるリモート会議に落ちる体力。倦み事を言い出せばきりがないなかで、
いかに力を蓄えて、前に進みだせるかが試される。特集のテーマとする
オリンピックが延期となり、発刊の是非について議論となったときに、
そう考えた。
　人を得たと言っていいだろう。今回の特集担当編集委員である牛山氏
は、まさに躬行実践を体現してきた人であり、軸足を保持しながら再考
を進め、来年に向けても意義のあるものとしてくれた。その成否は本文
を見ていただければ明らかであろう。実践から理論、政策から規範、レ
ガシーからチャレンジまで、実に SFC らしい「オリパラ」が展開されて
いる。担当者の幅広い問題関心と狂おしいまでの熱意の賜物と言ってい
いだろう。この時にこの人が担当で本当によかった。ありがとう。
　チャレンジといえば、今号は湘南藤沢学会が慶應 SFC 学会と改称して
から初めて世に送りだす刊行物である。ここに SFC 学がある、などと主
張するつもりはない。しかし、SFC という学問のあり方は私たちの信念
である。そうした想いに溢れる執行部に若返った今、SFC にとってもサ
イコウの時が訪れている。
　新しい船出に当たって、表紙のデザインも公募に踏み切った。入学し
たばかりの 1 年生・丸山剛典君による力の籠ったデザインは、これから
の SFC の意気込みを表すようだ。30 年の歴史を越えて、新たな 30 年へ
のチャレンジがはじまる。その記念の 1 号としたい。

2020 年 7 月 30 日
清水 唯一朗
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